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は
じ
め
に

　
本
論
で
は
、
前
一
四
六
年
の
カ
ル
タ
ゴ
滅
亡
後
も
各
地
で
使
用
さ

れ
続
け
た
新
ポ
エ
ニ
語
へ
の
分
析
を
通
じ
て
、
現
地
で
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
っ
た
ポ
エ
ニ
文
化
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
前
八
世
紀
、
現
在
の
レ
バ
ノ
ン
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
フ
ェ
ニ
キ

ア
人
は
、
シ
チ
リ
ア
島
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
な
ど
の
地
中
海
の
島
々

を
は
じ
め
、
ス
ペ
イ
ン
南
部
や
北
ア
フ
リ
カ
の
沿
岸
部
に
植
民
都
市

を
建
設
し
た
。
こ
れ
ら
を
西
方
フ
ェ
ニ
キ
ア
都
市
と
い
う
。
前
六
世

紀
に
は
、
そ
の
中
の
一
つ
の
都
市
で
あ
る
カ
ル
タ
ゴ
が
大
き
く
発
展

し
、
そ
の
他
の
西
方
フ
ェ
ニ
キ
ア
都
市
を
覇
権
下
に
置
い
た
。
こ
の

過
程
で
カ
ル
タ
ゴ
文
化
が
他
の
西
方
フ
ェ
ニ
キ
ア
都
市
に
流
入
し

た
。
こ
れ
を
「
ポ
エ
ニ
化
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
は

カ
ル
タ
ゴ
と
ポ
エ
ニ
は
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
「
ポ
エ
ニ
化
」
し
た
西
方
フ
ェ
ニ
キ
ア
都
市
は
、
カ
ル
タ
ゴ
と

全
く
同
じ
文
化
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
ポ
エ
ニ
文
化
の
残
存
状
況
が
良
く
、
か
つ
「
ロ
ー
マ
化
」

を
遂
げ
た
と
言
わ
れ
る
都
市
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
に
着
目
し
、
ポ
エ

ニ
文
化
と
カ
ル
タ
ゴ
文
化
の
差
異
を
考
察
し
て
い
く
。

　
報
告
一

　
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
か
ら
見
る
複
数
の
ポ
エ
ニ
文
化
と
そ
の
利
用

　
青
　
木
　
真
　
兵

▪
古
代
地
中
海
世
界
に
お
け
る
人
々
の
移
動
と
ネ
ッ
ト
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ー
ク
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２
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▪
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１
．
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
に
残
る
ポ
エ
ニ
文
化

　
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
は
考
古
・
建
築
学
的
研
究
に
お
い
て
「
ロ
ー

マ
化
し
た
都
市
の
モ
デ
ル
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
（
１
）

。
レ
プ
キ
ス
・

マ
グ
ナ
は
今
日
の
リ
ビ
ア
西
岸
に
位
置
し
た
都
市
で
、
前
八
世
紀
ご

ろ
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
に
よ
っ
て
交
易
港
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。そ
の
後
、

西
地
中
海
世
界
で
覇
権
を
握
っ
た
カ
ル
タ
ゴ
の
支
配
下
に
入
り
、
前

一
四
六
年
の
カ
ル
タ
ゴ
滅
亡
後
は
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
王
国
の
支
配
下
に
入

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
四
六
年
、
ロ
ー
マ
の
将
軍
カ
エ
サ
ル

に
よ
っ
て
属
州
ア
フ
リ
カ
・
ノ
ウ
ァ
に
併
合
さ
れ
、
ロ
ー
マ
初
代
皇

帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
治
世
に
入
る
と
急
速
な
変
容
を
遂
げ
た
。
ロ

ー
マ
帝
国
下
に
お
い
て
、
後
七
七
年
に
自
治
市
、
後
一
〇
九
年
に
は

植
民
市
の
地
位
を
得
、
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
は
属
州
ア
フ
リ
カ
で
最

初
の
ロ
ー
マ
皇
帝
で
あ
る
、
紀
元
後
一
九
三
年
に
即
位
し
た
セ
プ
テ

ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
を
生
み
出
し
た
。

　
リ
ー
ブ
スRives

は
マ
ウ
レ
タ
ニ
ア
王
国
、
ト
ゥ
ッ
ガ
、
レ
プ

キ
ス
・
マ
グ
ナ
を
「
皇
帝
崇
拝
」
を
中
心
に
比
較
考
察
し
、
ロ
ー
マ

帝
国
下
に
お
け
る
現
地
社
会
の
主
体
性
を
強
調
し
た
。
な
か
で
も
レ

プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
は
「
ロ
ー
マ
化
」
が
早
く
、
ポ
エ
ニ
文
化
を
残
し

た
ま
ま
、
主
体
的
に
「
ロ
ー
マ
化
」
し
て
い
っ
た
都
市
で
あ
る
と
位

置
づ
け
て
い
る
（
２
）
。
そ
し
て
リ
ー
ブ
ス
は
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
に
は「
古

い
ポ
エ
ニ
文
化
」
で
あ
る
神
シ
ャ
ド
ラ
パ
と
ロ
ー
マ
の
神
リ
ベ
ル
・

パ
ー
テ
ル
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
し
、
フ
ォ
ン
タ

ナFontana

も
ポ
エ
ニ
様
式
の
地
下
墓
や
土
器
、
建
築
方
法
の
存

在
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
に
は
ポ
エ
ニ
文

化
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
３
）

。
ま
た
、
レ
プ
キ
ス
・

マ
グ
ナ
出
身
の
ロ
ー
マ
皇
帝
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
の
話

す
ラ
テ
ン
語
に
ポ
エ
ニ
語
訛
り
が
あ
っ
た
と
か
、
姉
か
妹
は
ラ
テ
ン

語
が
話
せ
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
の
存
在
も
、
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ

が
ポ
エ
ニ
文
化
を
良
く
残
存
さ
せ
た
ま
ま
「
ロ
ー
マ
化
」
を
遂
げ
た

証
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ち
な
み
に
「
ロ
ー
マ
化
」
と
は
、
ロ
ー
マ
・
イ
タ
リ
ア
の
文
明
・

言
語
・
文
化
が
ロ
ー
マ
帝
国
下
も
し
く
は
そ
の
範
囲
を
越
え
て
普
及

し
て
い
く
こ
と
と
定
義
さ
れ
、
特
に
都
市
文
化
が
根
付
い
て
い
な
か

っ
た
帝
国
西
部
に
お
い
て
語
ら
れ
て
き
た
。
帝
国
西
部
は
文
化
を
受

容
す
る
だ
け
の
未
開
地
域
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
〇
年
以

降
、
現
地
社
会
の
存
在
が
重
視
さ
れ
始
め
、
現
地
社
会
の
エ
リ
ー
ト

が
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
ロ
ー
マ
」
を
自
ら
獲
得
し
た

と
い
う
、
自
己
ロ
ー
マ
化self-Rom

anization

と
も
呼
べ
る
主
張

が
な
さ
れ
て
い
く
。
文
明
は
ロ
ー
マ
に
よ
っ
て
「
与
え
ら
れ
た
」
の

で
は
な
く
、
現
地
社
会
が
そ
れ
を
「
利
用
し
た
」
と
い
う
、
現
地
住

民
の
主
体
的
な
動
き
が
強
調
さ
れ
た
。

　
属
州
ア
フ
リ
カ
研
究
は
考
古
資
料
の
残
存
状
況
が
比
較
的
良
好
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
研
究
史
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
分
か
り
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や
す
く
、
ポ
ス
ト
帝
国
・
植
民
地
主
義
的
立
場
の
研
究
者
が
批
判
し

や
す
か
っ
た
と
い
う
状
況
か
ら
、
文
化
・
認
識
論
的
な
批
判
と
と
も

に
現
地
社
会
の
主
体
性
に
言
及
が
さ
れ
た
。
井
副
剛
は
、
純
粋
な
文

化
は
存
在
し
な
い
と
い
う
「
文
化
の
混
淆
性
」
を
前
提
に
、
ト
ゥ
ッ

ガ
の
文
化
が
現
地
社
会
の
「
選
択
・
流
用
」
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て

い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
４
）

。
現
地
社
会
の
「
選
択
・
流
用
」

と
い
う
視
点
は
、
本
論
で
対
象
と
す
る
「
ポ
エ
ニ
化
」
に
も
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
ポ
エ
ニ
と
は
何
な
の
か
。
例
え
ば
佐
藤
育
子
は
、
カ
ル
タ
ゴ

で
信
仰
さ
れ
た
神
が
変
化
し
た
例
を
挙
げ
、
ポ
エ
ニ
文
化
の
成
立
に

つ
い
て
述
べ
る
。
も
と
も
と
カ
ル
タ
ゴ
の
母
市
テ
ュ
ロ
ス
の
信
仰
は

「
メ
ル
カ
ル
ト
神
、
ア
シ
ュ
タ
ル
テ
神
」
と
い
う
セ
ッ
ト
で
あ
り
、

テ
ュ
ロ
ス
の
植
民
市
カ
ル
タ
ゴ
も
同
様
の
神
を
信
仰
し
て
い
た
。
し

か
し
カ
ル
タ
ゴ
が
大
き
く
発
展
す
る
時
期
に
お
い
て
、
カ
ル
タ
ゴ
の

信
仰
す
る
神
が
「
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン
神
、
タ
ニ
ト
神
」
へ
と
変
化
す

る
。
こ
の
変
化
を
カ
ル
タ
ゴ
が
フ
ェ
ニ
キ
ア
的
段
階
か
ら
ポ
エ
ニ
的

段
階
へ
と
変
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
み
て
い
る
（
５
）

。
ま
た
フ
ァ
ン
タ
ー

ルFantar

は
、
シ
チ
リ
ア
島
や
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
に
お
け
る
フ
ェ

ニ
キ
ア
人
と
ポ
エ
ニ
人
は
混
同
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
お

り
、
全
て
の
西
方
フ
ェ
ニ
キ
ア
都
市
が
「
ポ
エ
ニ
化
」
し
た
わ
け
で

は
な
い
と
主
張
す
る
。

　
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
は
ポ
エ
ニ
文
化
を
良
く
残
存
さ
せ
た
ま
ま

「
ロ
ー
マ
化
」
を
遂
げ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
に

残
存
す
る
ポ
エ
ニ
文
化
と
は
カ
ル
タ
ゴ
文
化
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
次
章
で
は
、
新
カ
ル
タ
ゴ
碑
文
の
分
析
か
ら
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ

ナ
に
残
る
ポ
エ
ニ
文
化
の
内
実
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
に
み
る
カ
ル
タ
ゴ
文
化
と
ポ
エ
ニ
文
化

　
本
章
で
は
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
を
手
が
か
り
に
、
カ
ル
タ
ゴ
文
化
と

ポ
エ
ニ
文
化
の
比
較
を
行
う
。
前
述
の
と
お
り
、
新
ポ
エ
ニ
語
は
カ

ル
タ
ゴ
滅
亡
後
も
使
用
さ
れ
続
け
た
言
語
で
あ
っ
た
。

　
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
の
特
徴
と
し
て
、
出
土
し
た
都
市
が
限
定
さ
れ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
碑
文
と
し
て
し
っ
か
り
刻
ま
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
数
は
多
く
な
く
、
土
器
片
に
記
さ
れ
た
も
の
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
正
確
な
年
代
を
特
定
で
き
る
も
の
は
少
な

く
、
年
代
が
判
明
し
て
い
る
最
後
の
碑
文
は
、
後
九
二
年
に
レ
プ
キ

ス
・
マ
グ
ナ
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
ヨ
ン
ゲ
リ
ン

グJongeling

の
碑
文
集
成
を
参
考
に
分
析
を
進
め
る
（
６
）

。

　
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
の
分
布
地
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
っ
と
も
数
が
多
く
出
土
し
て
い
る
の
は
、
現
在
の
チ
ュ

ニ
ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
カ
ル
タ
ゴ
、

ヌ
ミ
デ
ィ
ア
、ロ
ー
マ
が
伝
統
的
に
支
配
の
中
心
を
置
い
た
地
域
で
、

五
二
八
点
の
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
が
出
土
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
リ
ビ
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ア
西
部
の
ト
リ
ポ
リ
タ
ニ
ア
で
あ
り
、
一
二
八
点
出
土
し
て
い
る
。

ト
リ
ポ
リ
タ
ニ
ア
に
は
、
サ
ブ
ラ
タ
、
オ
エ
ア
、
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ

ナ
と
い
う
三
つ
の
西
方
フ
ェ
ニ
キ
ア
都
市
が
あ
っ
た
。
最
後
は
ス
ペ

イ
ン
南
西
部
や
シ
チ
リ
ア
島
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
な
ど
で
、
全
て
を

足
し
て
も
六
〇
点
に
満
た
な
い
数
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。
こ
の

中
で
、
本
論
で
は
主
に
北
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
出
土
し
た
も
の
を
分

析
す
る
。

　
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
の
分
析
に
入
る
前
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
下
北
ア
フ

リ
カ
の
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ロ
ー
マ
に
よ
る
北
ア
フ
リ
カ
へ

の
直
接
的
な
支
配
は
カ
ル
タ
ゴ
を
滅
ぼ
し
た
前
一
四
六
年
に
始
ま

る
。カ
ル
タ
ゴ
を
滅
亡
さ
せ
た
ロ
ー
マ
は
旧
カ
ル
タ
ゴ
領
を
接
収
し
、

現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
北
部
に
あ
る
ウ
テ
ィ
カ
を
中
心
に
属
州
ア
フ
リ

カ
を
成
立
さ
せ
た
。
一
方
、
現
在
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
に
あ
っ
た

ヌ
ミ
デ
ィ
ア
王
国
の
領
地
や
リ
ビ
ア
西
部
の
ト
リ
ポ
リ
タ
ニ
ア
は
、

前
四
六
年
、
カ
エ
サ
ル
に
よ
る
退
役
兵
の
植
民
活
動
に
よ
っ
て
新
た

な
属
州
ア
フ
リ
カ
（
ア
フ
リ
カ
・
ノ
ウ
ァ
）
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
の
支
配
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
前
二
八
年
以
降

は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
よ
る
退
役
兵
の
植
民
活
動
と
、
属
州
の
整
理

が
行
わ
れ
、
二
つ
の
属
州
ア
フ
リ
カ
を
併
せ
「
属
州
ア
フ
リ
カ
・
プ

ロ
コ
ン
ス
ラ
リ
ス
」
が
成
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
共
和
政
期
よ
り
ロ
ー
マ
人
の
植
民
が
行
わ
れ
、
帝

政
初
期
に
も
数
多
く
の
ロ
ー
マ
人
の
植
民
都
市
が
行
わ
れ
た
地
域
が
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チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
あ
り
、
比
較
的
新
し
く
ロ
ー
マ
帝
国
に
組
み
込
ま
れ

た
地
域
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
と
リ
ビ
ア
西
部
だ
と
言
え
る
。

　
ま
ず
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
に
お
い
て
、
特
に
新
ポ

エ
ニ
語
碑
文
の
出
土
数
が
多
か
っ
た
三
つ
の
都
市
と
、
ロ
ー
マ
人
に

よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
カ
ル
タ
ゴ
を
比
較
す
る
。
キ
ル
タ
は
現
在
の
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
、
ゲ
ル
マ
と
マ
ク
タ
リ
ス
は
現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア

に
位
置
す
る
。
こ
の
地
域
か
ら
出
土
し
た
碑
文
を
見
る
と
、
半
分

も
し
く
は
半
分
以
上
を
奉
納
碑
文
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

（
表
１
）。
各
都
市
に
お
け
る
奉
納
碑
文
の
割
合
は
、
カ
ル
タ
ゴ
は

六
七
％
、
キ
ル
タ
は
八
二
％
、
ゲ
ル
マ
は
四
五
％
、
マ
ク
タ
リ
ス
は

五
四
％
で
あ
っ
た
。
最
も
多
く
奉
納
さ
れ
て
い
る
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン

は
、
前
章
で
見
た
通
り
、
元
々
カ
ル
タ
ゴ
の
主
神
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
、
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
よ
り
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ポ
エ
ニ
語
碑

文
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
奉
納
碑
文
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
伝
統
を

引
き
継
い
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
リ
ビ
ア
西
部
の
碑
文
出
土
状
況
を
見
て
み
る
と
、
そ
も
そ

も
奉
納
碑
文
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
分
か
る（
表
２
）。
レ
プ
キ
ス
・

マ
グ
ナ
は
四
％
、
サ
ブ
ラ
タ
は
三
％
、
オ
エ
ア
か
ら
は
出
土
す
ら
し

て
い
な
い
。
信
仰
さ
れ
て
い
る
神
も
バ
ア
ル
、
シ
ャ
ド
ラ
パ
、
エ
ル

で
あ
り
、
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
奉
納
碑

文
の
代
わ
り
に
多
い
の
が
、
公
共
建
築
物
の
建
設
に
あ
た
っ
て
個

人
の
名
前
を
刻
ん
だ
碑
文
、
い
わ
ゆ
る
顕
彰
碑
文
で
あ
る
（
表
３
）。

都市 碑文数 奉納碑文とその割合 備考

カルタゴ 15 10 67％ バアル・ハモン（11）
タニト（8）

キルタ 90 74 82％

バアル・ハモン（50）
タニト（13）
バアル（11）

バアル・アッディル（3）

ゲルマ 40 18 45％ バアル・ハモン（18）

マクタリス 134 73 54％ バアル・ハモン（60）
バアル（9）

表 1　チュニジア、アルジェリア東部における新ポエニ語碑文の内容とその割合

都市 碑文数 奉納碑文とその割合 備考

レプキス・マグナ 67 3 4％ バアル（1）
シャドラバ（1）、エル（1）

サブラタ 31 1 3％ バアル（1）

オエア 9 0 0％

表 2　リビア西部における新ポエニ語碑文の内容とその割合
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都市 碑文数 人の名前のみが記された碑とその割合

レプキス・マグナ 67 41 61％

サブラタ 31 5 16％

オエア 9 5 56％

表 3　リビア西部における新ポエニ語碑文の内容とその割合

顕
彰
碑
文
の
割
合
は
、
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
で
六
一
％
、
サ
ブ
ラ
タ

は
一
六
％
と
少
な
い
が
、
奉
納
碑
文
と
比
較
す
る
と
数
は
多
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
オ
エ
ア
で
も
五
六
％
を
占
め
て
い
る
。

　
で
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
で
は
人
名
の
み
を
記
し

た
碑
文
は
ど
の
程
度
発
見
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
表
４
）。
そ

の
割
合
は
カ
ル
タ
ゴ
で
は
一
三
％
、
キ
ル
タ
で
は
九
％
、
ゲ
ル
マ
で

は
〇
％
、
マ
ク
タ
リ
ス
で
は
三
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

中
で
は
比
較
的
割
合
の
高
い
マ
ク
タ
リ
ス
で
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

墓
碑
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
で
は
奉
納
碑
文
が
多

く
残
存
し
て
い
た
が
、
人
名
の
み
が
記
さ
れ
た
碑
文
は
と
て
も
少
な

か
っ
た
。
中
で
も
カ
ル
タ
ゴ
の
主
神
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン
が
多
く
祀
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
の
リ
ビ
ア
西
部
は
、
奉
納
碑
文

で
は
な
く
顕
彰
碑
文
が
多
く
、
そ
も
そ
も
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン
の
名
は

出
て
来
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
ロ
ー
マ
に
よ
っ
て
滅
亡
さ
せ
ら
れ
、

再
建
さ
れ
る
以
前
の
カ
ル
タ
ゴ
の
碑
文
の
伝
統
と
し
て
奉
納
碑
文
が

建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
リ
ビ
ア
西
部
に
お
け
る
碑
文

建
立
の
理
由
（
顕
彰
碑
文
）
は
、
そ
も
そ
も
カ
ル
タ
ゴ
的
な
伝
統
で

は
な
い
。
ま
た
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
で
見
つ
か
っ
た
神
シ
ャ
ド
ラ
パ

は
、
カ
ル
タ
ゴ
で
は
な
く
フ
ェ
ニ
キ
ア
本
土
で
信
仰
さ
れ
た
神
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
に
残
存
す
る
ポ
エ
ニ
文
化
は
、

カ
ル
タ
ゴ
と
い
う
よ
り
も
フ
ェ
ニ
キ
ア
本
土
の
影
響
を
残
し
つ
つ
、

都市 碑文数 人の名前のみが記された碑とその割合 備考

カルタゴ 15 2 13％

キルタ 90 8 9％

ゲルマ 40 0 0％

マクタリス 134 51 38％ 墓碑（43）

表 4　チュニジア、アルジェリア東部における新ポエニ語碑文の内容とその割合
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ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
文
化
の
伝
統
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ポ
エ
ニ
文
化
を
残
し
つ
つ
「
ロ

ー
マ
化
」
を
遂
げ
た
と
言
わ
れ
る
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
の
文
化
は
、

宗
教
的
側
面
や
碑
文
建
立
の
理
由
か
ら
見
る
と
、
カ
ル
タ
ゴ
文
化
で

は
な
く
フ
ェ
ニ
キ
ア
文
化
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
次
章
で
は
、
カ
ル
タ
ゴ
の
主
神
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン
を
祀
り
な
が
ら

も
、
そ
の
地
域
で
は
例
外
的
に
人
名
の
み
の
碑
文
が
多
く
残
存
し
て

い
た
都
市
マ
ク
タ
リ
ス
の
碑
文
に
着
目
す
る
。

３
．
マ
ク
タ
リ
ス
に
見
る
ポ
エ
ニ
文
化

　
本
章
で
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部
に
お
い
て
バ
ア

ル
・
ハ
モ
ン
を
祀
っ
て
い
た
都
市
の
一
例
と
し
て
マ
ク
タ
リ
ス
を
取

り
上
げ
る
。

　
マ
ク
タ
リ
ス
は
現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
マ
ク
タ
ー
ル
と
呼
ば
れ

る
都
市
で
、
カ
ル
タ
ゴ
か
ら
南
西
に
一
五
〇
㎞
、
海
抜
は
九
〇
〇
ｍ

の
高
地
に
位
置
し
て
い
る
。
前
三
―
二
世
紀
に
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
人
に
よ

っ
て
建
設
さ
れ
、
前
一
四
六
年
の
カ
ル
タ
ゴ
滅
亡
に
伴
い
、
カ
ル
タ

ゴ
か
ら
難
民
を
受
け
入
れ
て
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前

四
六
年
に
ロ
ー
マ
の
属
州
ア
フ
リ
カ
・
ノ
ウ
ァ
に
併
合
さ
れ
、
後

一
七
六
―
一
八
〇
年
に
植
民
市
に
昇
格
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
下
に
入
っ
た
時
期
は
レ
プ

キ
ス
・
マ
グ
ナ
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
マ
ク
タ
リ
ス
の
大
き
な
特

徴
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
で
は
な
く
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
人
が
作
っ
た
都
市
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
マ
ク
タ
リ
ス
は
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
人
が
作
っ
た

都
市
に
も
関
わ
ら
ず
、
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン
と
い
う
カ
ル
タ
ゴ
の
主
神

を
祀
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
マ
ク
タ
リ
ス
か
ら
出
土
し
た

顕
彰
碑
文
を
通
じ
て
、
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン
が
祀
ら
れ
た
背
景
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
マ
ク
タ
リ
ス
か
ら
顕
彰
碑
文
は
五
点
出
土
し
て
い
る
。
碑
文
全
体

に
お
け
る
顕
彰
碑
文
の
割
合
は
四
％
で
あ
る
。
例
え
ば
レ
プ
キ
ス
・

マ
グ
ナ
と
マ
ク
タ
リ
ス
の
顕
彰
碑
文
を
比
較
す
る
と
、
数
の
多
い
少

な
い
よ
り
も
、
内
容
の
違
い
が
際
立
つ
。
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
の
顕

彰
碑
文
は
全
一
二
点
で
、
そ
の
う
ち
五
点
は
新
ポ
エ
ニ
語
と
ラ
テ
ン

語
と
の
二
言
語
併
用
碑
文
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
エ
ニ
系
の
名
前
を
持

っ
た
人
物
や
ラ
テ
ン
系
の
名
前
を
持
っ
た
人
物
が
、
公
共
建
築
物
を

建
立
し
た
こ
と
を
讃
え
る
碑
文
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。
一
方
、

マ
ク
タ
リ
ス
の
顕
彰
碑
文
は
ラ
テ
ン
語
と
の
二
言
語
併
用
で
は
な

く
、
全
て
新
ポ
エ
ニ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
個
人
が
公
共
建

築
物
を
建
立
し
た
こ
と
を
讃
え
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
数

の
名
前
を
列
挙
す
る
と
い
う
形
式
の
も
の
が
二
点
あ
る
。

　
マ
ク
タ
リ
ス
の
碑
文
は
、
そ
の
内
容
か
ら
お
そ
ら
く
神
殿
に
掲
げ

ら
れ
た
も
の
で
、
神
殿
に
属
す
る
三
二
人
の
メ
ン
バ
ー
の
名
前
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
（
表
５
）。
内
訳
は
リ
ビ
ア
系
が
一
四
名
で
四
四
％
、
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エ
ニ
系
が
九
名
で
二
八
％
、
ラ
テ

ン
系
が
五
名
で
一
六
％
。
ほ
と
ん
ど

の
名
前
の
記
さ
れ
方
が
「
○
○
の
息

子
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
父
親
の

名
前
も
分
か
る
。
父
親
の
内
訳
は
リ

ビ
ア
系
が
二
一
名
で
六
六
％
、
ポ
エ

ニ
系
は
九
名
で
二
八
％
、
ラ
テ
ン
系

は
い
な
か
っ
た
。
単
純
に
父
親
と

息
子
の
数
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
一

世
代
で
リ
ビ
ア
系
の
名
前
が
七
名
減

り
、
ラ
テ
ン
系
の
名
前
が
五
名
増
え

て
い
る
。

　
そ
し
て
、
マ
ク
タ
リ
ス
に
は
同
じ

よ
う
な
碑
文
が
ラ
テ
ン
語
で
も
記
さ

れ
て
い
る
。
後
八
八
年
に
年
代
付
け

ら
れ
る
こ
の
碑
文
を
分
析
し
た
バ
レ

リ
ィ
は
、
碑
文
に
刻
ま
れ
た
本
人
の

名
前
の
内
訳
と
し
て
、
リ
ビ
ア
系
二

名
、
ポ
エ
ニ
系
二
〇
名
、
ラ
テ
ン
系

三
五
名
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

父
親
の
名
前
の
内
訳
と
し
て
は
、
リ

ビ
ア
系
が
一
一
名
、
ポ
エ
ニ
系
が

二
三
名
、
ラ
テ
ン
系
が
二
五
名
で
あ
っ
た
と
い
う
（
７
）

。
単
純
に
父
親
と

息
子
の
数
を
比
較
す
る
と
、
リ
ビ
ア
系
の
名
前
が
九
名
減
り
、
ポ
エ

ニ
系
の
名
前
が
三
名
減
り
、
ラ
テ
ン
系
の
名
前
が
一
〇
名
増
え
た
こ

と
に
な
る
。

　
表
５
の
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
と
比
べ
る
と
、
バ
レ
リ
ィ
が
分
析
し
た

ラ
テ
ン
語
碑
文
に
は
リ
ビ
ア
系
の
名
前
が
圧
倒
的
に
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
表
５
の
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
は
、
ラ
テ
ン
語
碑

文
と
比
べ
て
、
少
な
く
と
も
一
、二
世
代
以
上
前
の
も
の
、
つ
ま
り

こ
の
地
域
が
属
州
ア
フ
リ
カ
に
併
合
さ
れ
た
、
紀
元
前
一
世
紀
後
半

か
ら
紀
元
後
一
世
紀
前
半
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
マ
ク
タ
リ
ス
に
お
け
る
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
と
ラ
テ
ン
語
碑
文
を
比

べ
る
と
、
リ
ビ
ア
系
が
減
っ
て
い
く
一
方
、
ラ
テ
ン
系
の
名
前
が
増

え
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
ポ
エ
ニ
系
の
名
前
は
時
代
を
経
て
も
あ

ま
り
増
減
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
表
５
で
分
析
し
た
碑
文
に
記
さ
れ
て
い
た
、
本
人
と
父
親
の
名
前

を
列
挙
し
た
（
表
６
）。
下
線
が
リ
ビ
ア
系
の
名
前
、
二
重
下
線
が

ラ
テ
ン
系
の
名
前
、
下
線
な
し
が
ポ
エ
ニ
系
の
名
前
で
あ
る
。
注
目

す
べ
き
は
、
親
は
必
ず
リ
ビ
ア
系
か
ポ
エ
ニ
系
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
ロ
ー
マ
化
」
の
文
脈
で
考
え
る
と
当
然
で
、
親

が
ラ
テ
ン
系
で
息
子
が
リ
ビ
ア
系
や
ポ
エ
ニ
系
の
名
前
を
持
つ
よ
う

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
。

32 名 リビア系 ポエニ系 ラテン系

会員 14 名 44％ 9 名 28％ 5 名 16％

父 21 名 66％ 9 名 28％ 0 名 0％

表 5　マクタリスにおいて新ポエニ語碑文に列挙された人名の内訳



－  106  －－  107  －

新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
か
ら
見
る
複
数
の
ポ
エ
ニ
文
化
と
そ
の
利
用
（
青
木
）

　
ポ
エ
ニ
史
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
興
味
深
い
の
が
、
リ
ビ
ア
系
か

ら
ラ
テ
ン
系
の
名
前
に
な
っ
た
人
物
が
一
名
だ
け
で
あ
る
一
方
、
リ

ビ
ア
系
か
ら
ポ
エ
ニ
系
の
名
前
に
な
っ
た
人
物
が
七
名
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
ポ
エ
ニ
系
の
名
前
か
ら
リ
ビ
ア
系
に
な
っ
た
の
は
二

名
、
ポ
エ
ニ
系
か
ら
ラ
テ
ン
系
に
な
っ
た
の
は
二
名
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
結
果
だ
け
を
み
る
と
、
属
州
ア
フ
リ
カ
形
成
初
期
期

の
マ
ク
タ
リ
ス
で
は
、「
ロ
ー
マ
化
」
で
は
な
く
む
し
ろ
「
ポ
エ
ニ
化
」

が
起
こ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
本
論
で
は
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
の
分
析
か
ら
以
下
の
二
点
が

分
か
っ
た
。

　
一
点
目
は
、
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
に
残
る
ポ
エ
ニ
文
化
が
カ
ル
タ

ゴ
文
化
と
は
異
な
る
と
い
う
点
。
レ
プ
キ
ス
・
マ
グ
ナ
で
信
仰
さ
れ

て
い
た
神
の
名
は
カ
ル
タ
ゴ
の
主
神
バ
ア
ル
・
ハ
モ
ン
で
は
な
く
、

シ
ャ
ド
ラ
パ
と
い
う
フ
ェ
ニ
キ
ア
本
土
の
神
で
あ
っ
た
。
ま
た
奉
納

碑
文
と
い
う
カ
ル
タ
ゴ
の
伝
統
で
は
な
く
、
公
共
建
築
物
を
奉
献
し

た
個
人
を
讃
え
る
と
い
う
碑
文
慣
習
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
存
在
感
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
か
ら
分
か
る
レ
プ
キ

ス
・
マ
グ
ナ
の
ポ
エ
ニ
文
化
は
、
決
し
て
カ
ル
タ
ゴ
文
化
と
同
一
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

（１）モンザマルの息子セルカニ （17）アリシムの息子（…）
（２）plkay の息子マシル （18）バルヤトンの息子カポ
（３）マスカラトの息子バルシャモ （19）ガルガサトの息子ルキウス
（４）サルサミトの息子カピト （20）バルヤトンの息子アブドメルカルト
（５）ヤスタタンの息子セルカニ （21）バリクバルの息子シャブルガム
（６）ダバルの息子シャブルガム （22）アディルバルの息子バッスス
（７）バリクバルの息子ムトゥンバル（23）マシサンの息子（…）
（８）マスティバルの息子ルフス （24）ダバルの息子バリクバル
（９）バワトの息子ムトゥンバル （25）バルシッレクの息子（…）
（10）ブビリの息子バルヤトン （26）バルヤトンの息子ヤスクタン
（11）（…）ミルカルトの息子ヤスクタン（27）マラウゾの息子バルシャモ
（12）アリシュの息子ヤスクタン （28）マスカラト
（13）セルカニの息子ムトゥンバル （29）ガギラトの息子バリクバル
（14）（…）の息子レスティトゥトゥス（30）女司祭の息子ロガトゥス
（15）マルゾの息子アヤクナ （31）ヤスタタンの息子オゼルマン
（16）マスカラトの息子セルカニ （32）マシランの息子Awmazgwar

表 6　表 5の詳しい内容
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史
苑
（
第
八
四
巻
第
一
号
）

　
二
点
目
は
、
む
し
ろ
カ
ル
タ
ゴ
文
化
を
継
承
し
た
よ
う
に
見
え
る

の
が
マ
ク
タ
リ
ス
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ク
タ
リ
ス
は
フ

ェ
ニ
キ
ア
人
が
建
設
し
た
都
市
で
は
な
く
、
ヌ
ミ
デ
ィ
ア
人
が
建
設

し
た
都
市
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
マ
ク
タ
リ
ス
に
は
前
一
四
六
年

の
カ
ル
タ
ゴ
滅
亡
時
に
難
民
が
移
住
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
今

回
の
新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
の
分
析
に
よ
る
と
ロ
ー
マ
帝
国
属
州
ア
フ
リ

カ
形
成
期
に
は
「
ロ
ー
マ
化
」
と
い
う
よ
り
も
、「
ポ
エ
ニ
化
」
を

遂
げ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
紀
元
後
一
世
紀
に
は
ラ
テ

ン
語
で
碑
文
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
少
な
く
と
も
公
共
空

間
で
は
新
ポ
エ
ニ
語
を
使
用
す
る
「
ポ
エ
ニ
化
」
を
経
て
、
ラ
テ
ン

語
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
「
ロ
ー
マ
化
」
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
私
は
以
前
、
リ
ビ
ア
西
部
内
陸
部
か
ら
出
土
し
た
新
ポ
エ
ニ
語
碑

文
に
つ
い
て
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
（
８
）

。
そ
の
碑
文
は
ロ
ー
マ
皇
帝
テ

ィ
ベ
リ
ウ
ス
治
世
の
紀
元
後
一
五
―
一
七
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、nksp

と
い
う
人
物
が
エ
ジ
プ
ト
の
神
ア
ン
モ
ン
を
祀
る
聖
域

を
自
費
で
建
立
し
た
こ
と
を
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
碑
文

を
建
立
し
たnksp

の
名
前
は
、
ポ
エ
ニ
人
で
は
な
く
ベ
ル
ベ
ル
系

の
リ
ビ
ア
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
９
）
。
こ
の
よ
う
に
リ
ビ
ア
人

が
ア
ン
モ
ン
を
祀
る
碑
文
を
通
じ
て
も
、
新
ポ
エ
ニ
語
は
ポ
エ
ニ
人

だ
け
が
使
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
も
、ポ
エ
ニ
文
化
は
カ
ル
タ
ゴ
文
化
と
同
一
で
は
な
い
し
、

そ
の
利
用
の
さ
れ
方
も
現
地
の
ポ
エ
ニ
人
だ
け
で
な
く
リ
ビ
ア
人
の

都
合
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
得
た
こ
と
の
証
左
と
な
っ

て
い
る
。
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新
ポ
エ
ニ
語
碑
文
か
ら
見
る
複
数
の
ポ
エ
ニ
文
化
と
そ
の
利
用
（
青
木
）
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